
〈新サービス１〉

生成AIを活用した空家化予防サービス

空家予防コンシェル

空家の課題解決につながる
２つの新サービスを開始します

〈新サービス２〉

ワンストップ・伴走支援型相談窓口

空家のこれから相談窓口

2 0 2 6 年 ２ 月 1 3 日

市 長 定 例 記 者 会 見
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戸建住宅に住む高齢者のみ世帯が増加傾向

横浜市の空家を取り巻く状況と課題１

出典：住宅・土地統計調査（総務省）

２０２５年には、団塊世代の方々全員が

後期高齢者に到達

所有者や相続予定者に向けた

早い段階からの空家化の予防

の啓発が必要

今後相続の本格化により

空家が急増する恐れ
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生成AIを活用した空家化予防サービスの提供

空家予防コンシェル
実家を相続される予定の方を主な対象に、専用のLINEアカウントを友だちに追加することで、無料で利

用できる３つの空家化予防コンテンツを提供します

連携事業者

新サービス１

連携協定により、SocioFuture株式会社と本サービスを共同開発、

同社が本サービスのシステムを運営します

政令市初！
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３つの空家化予防コンテンツ

①実家の空家化リスク診断

実家の状況、親や親族、ご自身に関する質問に回答することで、将来空家となるリスク度合いがわかります

新サービス１

本市の空家の
状況もふまえた

29の設問

市独自の情報
をふまえた
アドバイス

将来空家となる
リスクを点数で

表示

専門的な用語は
タッチで解説を表示



ケース１ 実家の所有状況が明確で、立地もよく、相続予定者が少ない状況の方
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ケース１
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ケース２ 実家の所有状況が不明確で、立地も悪く、相続予定者が多い状況の方
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ケース２
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３つの空家化予防コンテンツ

②実家の相続TODOナビ ③空家予防AIチャット相談

実家の状況などを選択することで、空家にしないために何を
すべきかがわかります

空家にしないための専門的な内容について、チャットで相談
ができます

新サービス１

情報の
保存も可国の所有者実態

調査をふまえた
推奨対応を表示

項目の選択で
気軽に

相談が可能

市が監修した
信頼性の高い情報

による回答

対応が必要な
TODOリスト

を表示
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賃貸用

別荘等 2％
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利用目的のない戸建空家が１万９千戸

横浜市の空家を取り巻く状況と課題２

「活用や処分の方法がわからない」
「どの業者に頼んだらよいかわか
らない」などの所有者の悩み

所有者による空家活用や処分を

ワンストップで支援し、後押しす

る相談窓口が必要

このまま放置されると、近隣に悪影響
を及ぼす空家が増加する恐れ

利用目的のない空家

19,000戸

出典：令和５年住宅・土地統計調査（総務省）

戸建住宅総数

652,800戸

空家

24,700戸

4％

居住中

628,000戸

96％

空家（目的別）
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ワンストップ・伴走支援型の空家の相談窓口の開設

横浜市 空家のこれから相談窓口

空家所有者や相続予定者を対象に、専門相談員がワンストップで相談を受け、空家の最適な処分方法や

活用プラン等の提案、業者の紹介、マッチングまでを伴走支援する窓口（相談料は無料）を開設します。

新サービス２

連携事業者

連携協定により、空き家活用株式会社が窓口を運営

します

・市内に戸建の空家を所有している方
・市内の戸建住宅を相続する予定の方

主な対象

・所有、管理する空家に係る相談全般
・空家化の予防に係る相談全般

相談内容

・専用フリーダイヤルによる電話
10:00～19:00（年末年始を除く）

・専用ウェブサイトによる入力フォーム

受付方法

・電話、オンライン、メール
10:00～17:00（平日）

相談方法
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新サービス２ 相談の流れ

お問合せ
（電話 or フォーム）

専門相談員が
ヒアリング

物件カルテの作成
＆ 課題整理

最適な事業者の選定
＆ 解決策のご提案

比較・決定 契約・活用開始
＆ アフターフォロー

まずはどんな悩みでもお気
軽にお問合せ。話を聞いて
みたいだけでも大丈夫

自覚している問題はもちろ
ん、それ以外にも課題がな
いか、診断していきます

物件のカルテをつくり、ど
の順番でどんな対処がで
きるかを説明し、希望とす
りあわせます

事前登録された事業者へ
提案を一括依頼、各社から
の提案を提示します

事業者の提案でわからな
い部分があれば相談員が
解説、納得して依頼業者を
選定できます

選ばれた事業者と対処開
始、対処中に何かあればサ
ポートします

悩みの
解決

ひとりの専門相談員が解決まで伴走支援します
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今後のスケジュール

空家のこれからを、一緒に考える。イベント名

令和８年３月17日（火） 13時～15時30分日時

横浜市開港記念会館 講堂会場

主催：空き家活用株式会社、共催：横浜市建築局主催

説明：空家のこれから相談窓口について

クロストーク： 「実家じまいに 総額1800万円！親が元気なうちにやるべき実家・空き家対策」

松本 明子 （タレント） × 和田 貴充 （空き家活用株式会社 取締役会長）

主な
プログラム

無料（申込不要、当日先着300名）参加費

窓口開設とあわせ、キックオフイベントを開催します

２月13日（本日） 空家予防コンシェル サービス提供開始

3月17日 空家のこれから相談窓口 窓口開設

まつもと あきこ わだ たかみつ
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誰もが安心して快適な地域生活
を送ることができる環境づくり

を進めます

新サービス２

空家のこれから相談窓口空家予防コンシェル

新サービス１

空家化の予防で快適かつ安全な住環境を維持するとともに、
空家の流通・活用を促進して子育て世代等の住まいの選択肢
を拡大




